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  今年の文化協会は、計画しておりました文化祭への参加、文協展、カラオ

ケまつりなど実施することが出来ました。 

 今後も文化薫る町の代表として活動を継続いたします。そして 

発表会には、皆様のご参加・ご来場よろしくお願いいたします。 

 一緒に活動し、吉川の文化を楽しみましょう。 

令和５年１１月１１・１２日開催 

令和６年２月 1 日から１８日開催 

令和６年２月 1０日開催 



 

 

       

      ～サークル訪問記～ 

  

令和 6 年 1 月 12 日に書道サークルを訪問しました。 

公民館 3 階の講義室に行ってびっくり、和気あいあいの 

和やかな雰囲気でした。安藤先生はサークルの人達の書を

見て、「納まりすぎたらあかんで、ここはもっと大きく筆の

運びはこうやで」と丁寧に教えておられていました。 

「楽しく書くことが出来る事を大切にして欲しい、その 

お手伝いができて嬉しい」と話されました。 

今回の訪問では、サークルの皆さんに「書道」への思いを伺いましたが、「墨

の匂いが落ち着く」「思うように書けた時が嬉しい」「友達ができた」「集中力

が高まった」「ボケ防止になる」、などの思いを聞きました。 

とにかく楽しくやっておられます。先生がどんな書体でもこなされるので、 

「どんな感じで書きたいの」との問いかけに、「この書体でこの字が書きたい」

と言うと、先生がすぐ手本を書かれ、「ここが大事やで」との声に「わかりました」の返事がある。

楽しい時間が過ぎるサークルでした。 

肩の張らない和やかな雰囲気で初心者でも、入りやすいと思います。 

活動は、毎月第 2 金曜日、午前 10 時から。場所は吉川町公民館。男性の方も大募集です。 

 

 

令和６年２月 10 日、絵手紙サークルにお邪魔しました。 

和やかな雰囲気が漂っていました。皆さんが揃われますと、

新井先生のあいさつがあり、皆さんの机を順番に回られます。 

一人ひとり丁寧に「ここはこういう風に」、と教えながら、

手本を描いていかれます。題材は、行事や花など旬のものを

ちょっと先取りしたものです。先生は、すらすらと描かれ、

その筆先は魔法のようでした。皆さんは、それを手本に描かれます。皆さんの作品も素晴らしい

ものでした。「どこに行っても、物や景色など注意して観るようになった」「四季を楽しめる」「新

しい友達ができた」「先生の絵を見ているだけで楽しい」「身の回りを絵にできる」などなど、楽

しいことだらけのようです。 

また、コンクールに出展したり、描いたものを友人や孫などに贈る

のも楽しみの一つのようです。 

絵の上達はもちろんですが、人と心、自然との優しい触れ合いも絵手

紙の魅力のひとつです。 

活動は、毎月第 2 土曜日、午後 2 時から。場所は吉川町公民館。初心者大歓迎。 
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令和 6 年 1 月 27 日にフラワーアレンジメントサークル 
「わたぼうし」を訪問しました。公民館 1 階の多目的室にて行

われていました。 

和やかな雰囲気で、当日に取り組む花模様があり、先生より

「ここの感じは、ここをこうして」と初めに指導がある。 

その他は当日の見本の写真絵を見ながら自分の感覚で花が 

生けられて行く。皆さんご自身の都合の良い時間でこられており、全員が一斉にではなくバラバ

ラ２～３名程が取り組まれていた。楽しい笑い声があり進んで行く。先生は、生徒からの「ここ

の感じはどうするの」との声に、「この花やからこんな感じかな」とアドバイスに「解った」との

声で進んで行く。そこで解ったことは、同じ花でも太さや枝が異なり出来上がりがすべて違う 

という事がわかった。福井先生は、「とにかく楽しく自分感覚で好きにや

ってほしい」と言われる。 

皆さんは、「花のある生活は楽しい」「季節により花が変わるのが楽しい」

と、「自分にとって癒しの時間」「次にどんな花に出会えるが楽しみ」と、

先生の優しい指導により毎回のサークルを楽しみにされている。仕上げ間近になると先生より、

「触ってもいい、ここをもうちょっとこうしましょうか」と指導がある、「わあようなった」と嬉

しい声がでる。そして、家に持ち帰って家族でも楽しまれている。男性もどうぞと勧められまし

た。活動は、毎月 2～3 回土曜日、午後 1 時から。場所は吉川町公民館。 

 

 

 ３月２日(土)、第２４回三木市俳句まつりが吉川町公民館で開催されました。 

「大人から子供まで俳句を通じて情操と感性を育み交流を図る」 

ことを目的としています。 

当日は、午前１０時から吟行、午後から、事前応募句、 

吟行(当日)句の入賞句の発表・表彰が行われました。 

吟行は、今年は、丹波篠山市の丹波焼の里でした。 

大変寒くて、時折吹雪に見舞われましたが、俳句を作る 

ものにとっては、申し分のない天気だったようです。 

事前応募句は、一般の部は３１４句、小中学生の部は、三木市内の小中学校から８３８

句が集まり、大賞である三木市長賞に、一般の部は、「余り苗葬
はふ

りの風に吹かれけり」大

久保和恵(神戸市)さん、小中学生の部は、「空がもう体育祭を待っている」前川夢空(別所

中１年)さんの句が輝きました。また、吟行(当日)句は、７８句の投句があり、久保昭(神

戸市)さんの「春の雪陶片は地に還る色」が、大賞である三木市長賞に選ばれました。 
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第２４回三木市俳句まつり開催される 
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『
思
い
立
っ
た
が
吉
日
』 

○
○
を
や
っ
て
み
た
い
。
○
○
を
学
ん
で

み
た
い
。
そ
う
言
い
な
が
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
い
る
う
ち
に
日
が
経
っ
て
、
か
れ
こ
れ 

三
年
。
い
や
五
年
。「
も
う
少
し
若
か
っ
た

ら
な
ぁ
・
・
・
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？ 

『
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
今
日
が
一

番
若
い
。
』
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
こ
の
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

な
る
ほ
ど
、
そ
の
通
り
だ
な
あ
と
素
直
に
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
何
か
を
始
め
る
に
は
遅

す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、
今
日
が
最
適
な
の
だ

と
、
私
は
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
吉
川
町
文
化
協
会
の
参
加
団
体

は
１
６
団
体
。
気
に
な
る
サ
ー
ク
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
入
会
希
望
や
新
団
体
立
ち
上

げ
の
ご
相
談
は
、
吉
川
町
文
化
協
会
ま
で
お

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
う
好

奇
心
や
、
も
っ
と
上
達
し
た
い
と
願
う
向
上

心
が
日
々
を
彩
り
、
こ
の
町
の
文
化
を
作
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 


